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野菜の摂取量ではダイコンが１番 
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ダイコンとその加工品の生産現状 

農産物の生産額と作付面積（’13年度） 

ツマ・おろし・サラダ・おでん等の原料需要が増加  

ダイコンの加工・業務需要の動向 
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順位
産出額
（億円）

作付面積
（万ha）

1 米 17,864 159.7
2 トマト 2,325 1.2
3 いちご 1,601 0.6
4 みかん 1,547 4.4
5 きゅうり 1,463 1.1
6 ねぎ 1,421 2.3
7 りんご 1,375 3.7
8 キャベツ 1,150 3.4
9 ばれいしょ 1,149 8.0
10 ぶどう 1,073 1.7

11 だいこん 1,044 3.4

       品　目





（ウィキペディアより引用） 

世界の代表的な臭い食べ物 

におい濃度測定用ガス検知器アラバスターによる測定値 

単位 (Au) 



大根加工品の生産現状 

たくあん漬の生産量の推移 大根加工品の成分品質上の問題点 
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myrosinase 

    SｰC6H11O5 
    
RｰC         ＋ H2O 
    
    NｰOSO3

- 

Glucosinolate（GSL） 

RｰN=C=S ＋ HSO4
- ＋ D-Glucose 

Isothiocyanate（ITC） 辛味の主成分 

機能性成分としても注目 

• αｰアミノ酸由来の含硫配糖体 

   （二次代謝産物） 

• フウチョウソウ目植物に分布 

• アブラナ科植物では特に多様性に富む 

• 200種以上が分離・同定 

• 酵素ミロシナーゼにより容易に加水分解 

アブラナ科特有の辛味成分 



グルコシノレートの種類 

• アリファティク系グループ 

– メチオニン、アラニン、バリン、ロイシン、イソロイシン 

sinigrin、progoitrin、glucoraphanin 

• アロマティク系グループ 

– フェニルアラニン、チロシン 

gluconasturtiin 

• インドリル系グループ 

– トリプトファン 

glucobrassicin 

CH3ｰCH2ｰ［CH2］ｎｰGSL 

CH2ｰ［CH2］ｎｰGSL 
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ダイコンのGSLの特徴 

ミロシナーゼ酵素 

CH3   S   CH   CH   CH2   CH2 N   C   S

4MTBI

4-methylthio-3-butenyl 

isothiocyanate 

（大根の主要なイソチオシアネート） 

4-methylthio-3-butenyl glucosinolate 

（大根の主要なグルコシノレート） 

CH3   S   CH   CH   CH2   CH2   C

4MTBG

C

S

N

Glucose

O SO3

ダイコンでは、 

1. 総GSL含量に占める4MTB-GSLの
割合が高い。 

2. GSL組成の変異性が非常に乏しい 

4MTB-GSL 

I.S. 
（４MTB-GSL） 

（４MTB-ITC） 

http://www.dinos.co.jp/defaultMall/images/goods/D17/0106/main/633603l1.jpg
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4MTBI
4-methylthio-3-butenyl isothiocyanate 

（大根の主要なイソチオシアネート） 

4-methylthio-3-butenyl glucosinolate 

（大根の主要なグルコシノレート） 

1-(2-thioxopyrrolidin-3-yl)-1,2,3,4,-tetrahydro-

β-carboline-3- carboxylic acid 

TPCC（代謝中間体） 

Yellow Pigment TPMT 

2-〔( 2-thioxopyrrolidin-3-ylidene-）methyl〕-tryptophan 
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臭気成分 

4MTB-GSLの分解反応 

myrosinase 

（４MTB-GSL） 

（４MTB-ITC） 
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成分育種で4MTB-GSLを無くしたダイコンを育成し、

「臭いや黄変がしない大根加工品」を開発する！ 

研究目的 

大根加工品の臭いや色に関する問題点 

 ・ 移り香が生じる 
 ・ 戻り香が生じる 
 ・ 長期保存するとどうしても臭いが生じる 

 

 ・ 紫外線に弱く退色しやすい 
 ・ 防止策として使用される着色料が敬遠されやすい 
 ・ 長期保存するとどうしても黄変する 

 臭い 
  

  
  

 黄変 
 



ダイコン遺伝資源のスプラウトにおける 
 4MTB-GSL含量と総GSL含量との割合 
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4MTB-GSL： 

 Max=31.4（守口） 

 Min=2.9 （Krakowinanka） 

 AVG=12.6 

n=632 
Total-GSL： 

 Max=43.3（女山） 

 Min=6.2 （Vilmorin） 

 AVG=16.2 



4-メチルチオ-3ブテニル-GSL（4MTB-GSL） 

ダイコンでは、 

1. 総GSL含量の90%以上を占める 

2. GSL組成の変異性が非常に乏しい 

ダイコンの一般的なGSL組成 



4-MTB-GSL 
グルコエルシン 

ダイコンの新たなGSL組成 



「だいこん中間母本農５号」の育成 

 自殖と個体･系統選抜 

 育種目標 
   ・ 4MTB-GSL欠失 
   ・ 低い総GSL含量 

   ・ 根形等の形態 

原品種 

「西町理想」 
変異体 

（形態的に差異は無し） 

選抜マーカーの開発 

通常のダイコン 4MTB-GSL欠失変異体 

 「だいこん中間母本農５号」 
2013年育成 



大根加工品における臭い・黄変の解決手段 

中間母本農5号 

切り干し大根における 

メルカプタン類の発生量 

4MTB-GSL欠失性（NMTB）  

品種の利用が有効である 

試作品 従来品 

冷凍おろし 

たくあん 



NMTBのF1品種育成 

「サラホワイト」 「悠白」 

• 渡辺農事（株）との共同育成 （2015年12月出願公表） 

• DNAマーカー選抜により比較的短期間で育成 



F1品種「悠白」 

用  途 ：塩押し大根漬け 

特  徴 ：秋ダイコン、白首 

収穫期：11月下旬（9月中旬播き） 

普及予定地（当面）：群馬県 



用  途 ：生食加工・切り干し・（青果） 

特  徴 ：秋ダイコン、ほぼ白首、肉質は硬い 

収穫期： 11月下旬～ 12月上旬（9月中旬播き） 

普及予定地（当面）：茨城県、千葉県、宮崎県 

F1品種「サラホワイト」 



グルコエルシン 4MTB-GSL Total

悠白 14.5 n.d. 14.9 0

サラホワイト 14.6 n.d. 15.0 0

秋まさり2号 0.5 42.5 45.2 94.0

ともしび n.d. 28.8 31.2 92.3

 2014年度野菜茶業研究所露地栽培試験の平均。

 n.d.：検出限界値以下であることを示す。

グルコシノレート含量（µmol/g DW）
4MTB-GSL

/Total (%)

新品種のグルコシノレート成分特性 



NMTBダイコンのたくあん漬としての加工適性 



たくあん漬の官能評価 
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辛味 

えぐみ 

甘み 

硬さ 

フレッシュさ 

匂い 

色 

好ましさ 

グレー 

白 

｢だいこん中間母本農５号（PL農5号）」と従来品種で製造した‘塩押したく
あん’について、8項目を1（全く感じない）～7（強く感じる）で評価した。 

 

 被験者：お茶の水女子大の学生11名（21～25歳） 

PL農5号の塩押したくあんは、
従来品種のものと比較して 

辛味 

甘み 

匂い 

色 

好ましさ 

の特徴をもった。 

** p<0.05 

たくあん漬に辛味
が存在する！ 

： PL農5号 

： 従来品種 



塩押したくあん漬に含まれる辛味成分 

辛味の原因 

ガスクロマトグラフで従来品種由来のたくあん漬と「だいこん中間母本農5号」
由来のたくあん漬に含まれるイソチオシアネート成分を測定した。 

その結果、「だいこん中間母本農5号」では、従来品種に比べて約20倍のITC

量が含まれていた。その多くは、グルコエルシン由来の4-methylthio-butyl ITC

であった。 

 



山義食品工業（株）提供 

糠漬け8ヶ月後の塩蔵たくあん漬（脱塩品） 

悠白          従来品種「秋まさり2号」 



ダイコン加工品の香気成分 

「おろし」、「たくあん漬」について、GC/MSで香気成分を測定した。 

 その結果、従来品種では、Methyl mercaptanやSulfide類が多く検出
された。 

 

 一方、「悠白」を用いた加工品では、4-methylthiobutyl isocyanate等
のイソチオシアネートが検出された。 

味、風味の差異に影響 



お茶の水女子大学 森光教授 提供 

たくあん漬のレンジ調理前後における 
臭気濃度の変化 

（従来品種） 



残された問題点 

• 安定多収栽培法の開発 

• 年間を通じて安定供給するための作期拡大 

• 様々な用途・作型に対応した新品種の開発 

• 加工品の食味・品質や生理機能性の解明 

• 高品質な新規大根加工食品の開発 

  （サラダ、ドレッシング、ジュース等） 

種苗会社や 公設試験場、大学、JA、食品製造会社 
と共同で研究中 



異業種機関が参画した研究コンソーシアム   

 農食事業26092C 
－ 臭いや黄変が生じないダイコン品種の育成とその普及に向けた安定生産技術・食品の開発 － 
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研究の概要は、野菜茶業研究所HPをご覧下さい。 
（http://www.naro.affrc.go.jp/vegetea/） 

品種特性の詳細は、日本育種学会第129回講演会（3月22日）で発表。 


